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惹く華やかさを持つ、今をときめくバリトンだ。二人とも、特にここ
数年は、オペラにリサイタルに引っ張りだこの活躍を見せている。
そんな森谷と大西のコンビは最強で最高！ プログラムを決める打合せ
でも、リハーサルでも、そしてもちろん本番のステージでも、ぴったり
と息が合い、エネルギッシュさに拍車がかかる。この二人が歌う
ヴェルディは、従来の日本人の枠を遥かに超えて情熱的かつ刺激的だ。
最終回は、《運命の力》《アイーダ》《ドン・カルロ》《ファルスタッフ》
《オテッロ》といった後期の傑作からセレクトし、森谷と大西それ
ぞれのアリアをたっぷりと聴いていただくことを趣旨に選曲した。
こうした企画で歌い手以上に要になるピアニストには、過去2回に
続き、河原忠之を起用。ヴェルディに不可欠な劇的世界を1台のピアノ
で見事に描き出し、作品と歌手たちの魅力を際立たせ、後期ヴェル
ディのドラマを演出してくれるに違いない。
　人間ドラマが色濃く音楽に映し出されているヴェルディ後期オペラ
の醍醐味を、408席のトッパンホールで味わえる特別に贅沢な
コンサート。充実のステージを、どうぞお聴き逃しなく！

　ヴェルディのオペラ作品から選りすぐりのアリアとデュエットを
お届けする〈Viva Verdi!〉が最終回を迎える。初回は2018年12月の
〈ランチタイムコンサート〉。当時まだウィーンに住んでいた森谷真理
が「初期オペラのヒロインたち」というサブタイトルのもと、日本で
はあまり耳にしないヴェルディ初期の名アリアを披露した。長年
温めていたアイデアにふさわしい熱い思いの詰まったコンサート
だった。必ず続編を…と約束し、2022年5月、若手筆頭格の売れっ子
バリトン、大西宇宙を共演者に提案、大きく世界を拡げて〈Viva 

Verdi!Ⅱ 中期〉が実現した。そして、再び大西とともに、今回は後期
オペラにフィーチャーした公演をお届けする。
　森谷はアメリカで学び、《魔笛》夜の女王役で鮮烈なMETデビューを
飾ったのちは、欧米の劇場で長く活躍。日本人離れしたスケールの
大きさと存在感、そして何よりパワフルな歌と、繊細な感情の機微
やニュアンスまでをも客席に届かせる卓越した表現力を持つプリマ
ドンナ。大西は、憧れの森谷を追って渡米、ジュリアード音楽院で
学んだのち、欧米の劇場で活躍。豊潤で厚みのある声と、客席の目を


